別紙様式
平成24年度当初予算　　支出科目　款：農林水産業費　　　項：水産業費　　　目：水産業振興費
	事業名:　 アユ漁業振興対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　水産課　水産担当　電話番号：058-272-1111（内2893）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11438@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：831千円（前年度予算額：768千円）

	事業内容


	１　事業の内容


・優良なアユを放流することにより、漁獲量の増大及び遊漁者の増大を図り、アユ漁業の振興を推進する。
○冷水病等対策 

・冷水病菌およびエドワジエラ・イクタルリに汚染された種苗等の持ち込みを牽制・抑止するため、放流種苗や斃死魚の検査を実施する。
・冷水病に強い海産系種苗の効果的な放流方法について検討する。　　　

○情報交換会議等の開催

・各漁協に対する優良種苗の生産供給や冷水病対策を推進するため、問題点や必要な技術支援等について検討する。

・県漁連が主催するアユ冷水病対策協議会において情報交換を行う。
　
	２　所要経費


・調査、指導旅費　　　  　　　　　152千円
・冷水病保菌検査試薬等消耗品費　　599千円

・その他経費　　　　　　　　　　　 80千円 
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

　　１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る。

　　　　　　　　・アユをはじめとする多くの魚が住み続ける清流や水の恵みが、流域の人々の生

活や産業文化をはぐくみ、支えており、魚たちのすむ川を見つめ直し、水の恵み

を活かした流域づくりに取り組む。
	２　これまでの取組状況


・冷水病に汚染されていない人工産種苗への切替や、オトリアユの他河川からの持ち込み自粛等の対策を周知啓蒙するためのポスター・パンフレットを作成、県内に配付した。
・魚苗センター関事業所における冷水病感染原因を究明と防疫対策を実施した。
・県内養殖業者や他県産の放流種苗等の検査を実施し、冷水病被害の監視に努めた。

	３　これまでの取組に対する評価


　現在、岐阜県では可能な限り冷水病菌を持ち込まないことを冷水病対策の軸足としているが、放流種苗をはじめ、オトリ鮎等、冷水病菌の侵入経路を把握し、解禁前の冷水病発生割合を著しく抑えることができた。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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